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建設産業委員会会議録（要点筆記） 

 

令和５年１２月１２日（火） 

午前１０時５５分 開会 

場所 委員会室 

○芳金秀展委員長 

ただいまから建設産業委員会を開会します。 

協議題１ 閉会中の調査事項についてを議題とします。 

（１）「県外視察の振り返りについて」を行います。【別紙１】について、資料の順に各委員の補足説明

をお願いします。 

【資料に基づき説明】 

那須町の道の駅は、那須高原のゲートウェイを担っており、今後は防災拠点としても整備を進め、更に大

きな施設になるとのことでした。神崎町の道の駅は、圏央道に面した立地条件に恵まれた道の駅で、「発酵」

をテーマに全国の発行食品を取り扱う珍しい道の駅でした。半田市でも、どのようなテーマや目的で拠点を整

備するのか十分に検討する必要があると思いました。アンテナショップでは、愛知県の商品が少なく、特色のあ

る地場産品が無い地域の商品は代わり映えしないと感じました。 

 

〇小出義一委員 

【資料に基づき説明】 

道の駅は、作る場所と施設が果たす役割が大変重要になってくると思いました。アンテナショップを見て、半

田市を代表する特色のある商品が必要だと感じました。 

 

〇山本裕介委員 

【資料に基づき説明】 

神崎町では、国の道路開発を見越し道の駅を拡張しているとのことで、半田市でも周辺のインフラ整備と

併せて施設整備を考える必要があると思います。 

 

〇山田清一委員 

【資料に基づき説明】 

視察を経て、立地条件が良いことは道の駅の経営状況に直結すると感じました。また、自立した経営を行

うため、必要な人材を獲得する必要があります。 

 

〇竹内功治委員 

【資料に基づき説明】 

那須町では、目立った地場産品がなくても「観光拠点」とすることで、良いプロモーションができていました。

半田市でもこういったアイデアが活かせると思います。アンテナショップの視察では、どの商品が６次産業化商
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品なのか分かりませんでした。どのように売り出すのかを考えていく必要があります。 

 

〇岩田玲子委員 

【資料に基づき説明】 

神崎町の道の駅では、シャワールームやコンビニがあり、トラックドライバーの需要が高いなどの理由で、整備

から２年で黒字化を達成しているとのことでした。市民から見た施設の使いやすさについても十分に検討する

必要があります。 

 

〇大山仁志市民経済部長 

【資料に基づき説明】 

那須町の道の駅は、那須高原の観光拠点であり、各観光施設の結節点として機能していました。神崎

町の道の駅は、周りに商店などがほとんどない場所に作ったため、立ち寄らざるを得ない状況がありました。ま

た、神崎町では、地元商工会のメンバーが個人で出資をしており、市民が直接関わる構図が素晴らしいと思

いました。 

 

○芳金秀展委員長 

ありがとうございます。ただいま皆さんから頂いた意見を取りまとめておきたいと思います。 

まず、皆さんから多く出ていたものとしては、6 次産業化の拠点整備にあたっては、拠点をどのような目的で

整備するのかという点と、施設を作る場所や周辺施設の立地が大事であるという意見がありました。 

那須町のように、観光のためのゲートウェイとして整備するのか、若しくは神崎町のようにテーマをもったＰＲ

や商品開発、地場産品の販売所として整備するのか、半田市の場合ではどういった拠点が求められるのかを

考えていく必要があります。また、施設の建設場所については、拠点の目的によってどこに作るべきかが変わっ

てくるため注意が必要であるということや、周辺のインフラ整備計画を把握することも重要という意見がありまし

た。その他の意見として、神崎町では、商工会議所が出資して施設を整備しているため、市民が施設の運

営を自分事と捉えていることが良い結果に繋がっていたということから、施設の整備や運営については、民間

の力で実施することがベストで、必要に応じて行政と連携するのが望ましいという意見や、那須町の視察で、

道の駅ができることで近隣地域の商店が不利益を被るのではという懸念があったとの話から、施設建設後の

波及効果について十分に検討する必要があるという意見もありました。 

東京駅付近のアンテナショップでは、愛知県産の物が無かったため、販売競争の激しい店舗の棚に並ぶよ

うな商品を作ることが一つの目標になるのではないかという意見もありました。しかし、加工品はどこの商品も

あまり代わり映えしない状況で、差別化が難しいことも分かりました。これまでの件で、他にご意見のある方は

いますか。 

【「なし」との声あり】 

 

〇芳金秀展委員長 

次に、（２）「ＪＡあいち知多との勉強会の開催について（案）」を行います。 
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これまで、６次産業化を推進するための拠点として、主に道の駅を中心に調査研究を行って来ましたが、

選択肢を道の駅にこだわる必要はないため、他の知見についても聞いてみたいと考えました。そこで、「知多

半島における産直市場の現状や課題について」というテーマで勉強会を開催し、ＪＡあいち知多に講師を

依頼したいと考えています。日程については、事前に調整させて頂きました候補日のいずれかで実施したいと

考えていますが、未だ調整中ですので、どの日程も確保しておいていただきたいです。これまでの件で、他にご

意見のある方はいますか。 

【「なし」との声あり】 

 

〇芳金秀展委員長 

ありがとうございます。 

次に（３）「今後の予定について」を行います。今後の予定については、レジュメに記載のとおりですので、

ご承知くださいますようお願いします。 

最後に、協議題２ その他についてを行います。何かある方はいますか。 

【「なし」との声あり】 

 

〇芳金秀展委員長 

無いようなので、以上をもちまして、建設産業委員会を閉会します。 

午前１１時４３分 閉会 


